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ー大崎地域の歩数増加・運動習慣改善を目指してー 



不適切な生活習慣 

幼児期・学童期・思春期 青年期 壮年期 高齢期 

学童期からの肥満が多い 成人の肥満者・メタボ該当者及び予備群が多い 

脳血管疾患の標準化死亡比が高い 

宮城県の健康課題 

肥満・高血圧・ 
脂質異常・ 
高血糖 

境界領域 
（メタボリックシンドローム） 

高血圧症・ 
脂質異常症・ 
糖尿病 

発症 死亡 

脳血管疾患・ 
心疾患・ 

糖尿病合併症 
（人工透析・失明等） 

○歩数が少ない 

○食塩摂取量が多い ○メタボ該当者・予備群が多い 

○脳血管疾患の死亡比が高い 【１日当たりの平均歩数】 
 男性 6,479歩（全国7,791歩)   

H24国民健康・栄養調査 

 ★男性は全国ワースト１位 

★６年連続全国ワースト２位 

【１日当たりの平均摂取量】 
  男性 11.7g（全国11.3g） 
  女性 10.1ｇ（全国9.6ｇ） 

H24国民健康・栄養調査 

脳血管疾患は 
介護が必要となる原因
の第１位！ 
 

○子どもの肥満が多い 

大崎地域の健康課題 

【肥満傾向児の割合（幼稚園から高校までの男女）】    
  高2・高3女子を除いて全国平均を上回る 

H27学校保健統計調査 

【標準化死亡比】 
脳血管疾患 男性 119.7 女性 120.6 
がん            男性   98.7 女性   96.9        
心疾患        男性   97.5 女性   99.1 

H20～24人口動態調査 

 

★小学生男子は4年生を除いてワースト10以内  

○運動習慣がない 

○若い世代のメタボが多い 

○脳血管疾患の死亡比が高い 

○男性の健康寿命が短い 

【運動習慣がある人の割合】 
  14.4％（県20.3％) 
                                  H26県民健康・栄養調査  

重症化 

【メタボ該当者・予備群の割合】 
  40-44歳 29.0％（県22.5％） 
   45-49歳 28.1％（県24.7％） 
              H27市町村国保法定報告 

【標準化死亡比】 
脳血管疾患 男性 127.6 女性 130.6  
がん            男性  105.9 女性 98.2   
心疾患        男性  115.1 女性108.9 

                        H20～24人口動態調査 

【健康寿命】 
管内全ての市町で男性の健康寿命
が県平均より１年以上短い 

第2次みやぎ21健康プラン 

 

メタボ発症・ 
重症化の流れ 

＊標準化死亡比：年齢構成の違いを除去し，死亡率を比較する指標 
            全国を１００とし数字が１００より多いと高い 

 ★子どもから大人まで全ライフステージで課題あり！ 

平成29年度 宮城県大崎保健所 

【メタボ該当者・予備群の割合（40～74歳）】 
  29.5％（全国26.1％）  H25特定健診・保健指導に関するデータ 

【肥満傾向時の割合】 
  小学1年男子   9.8% (県6.7%) 
 小学1年女子    7.3% (県6.1%) 
 中学2年男子 15.1％（県10.7％） 
 中学2年女子 13.8％（県10.7％） 
 26児童生徒の健康実態調査 

○子どもの肥満が多い 

★中学2年男子は県内ワースト1位  
【喫煙者の割合】 
  30.5％（県24.0％） 
                    H26県民健康・栄養調査  

○喫煙者が多い 
○メタボの人は夜に食べ過ぎ傾向 
【夕食後に間食をとる割合】 
  メタボ  23.2%  (非メタボ 14.6%) 
【就寝前2時間以内の夕食】 
  メタボ  51.4%  (非メタボ 38.0%) 
              H26大崎保健所調べ 



地域課題を明確化し，地域と職域が連携し 
課題解決に向けた取組を実施する必要あり 

 大崎地域働き盛り世代男性 
          のメタボ改善が急務!! 

平成27年度 平成28年度 平成29年度 

食生活改善を中心に 

運動習慣改善を中心に 

脱メタボ重点推進モデル事業 保健所健康づくり 
事業 



第１報 

～食生活改善を目指して～ 



◆メタボ男性へ食生活の特徴を明確化 
 

   ～平成27年度おおさき働く人の食生活状況調査結果から～ 
 

   ①寝る前2時間以内に夕食を食べている 
   ②夕食後に間食をしている 
   ③早食いである 
   ④主食同士を組み合わせて食べる 
   ⑤麺類をよく食べる（週3回以上） 
   ⑥めん類の汁をたくさん飲む（8割以上） 
 
 
 

◆事業の企画段階から市町，事業所，関係機関とともに検討し実施したことで， 
   調査結果を各関係者と共有し，それぞれが主体的に情報発信や食環境の改善 
   を実施   (ポスター，リーフレットを作成し，大崎地域の健康課題の啓発に活用） 
 

平成27，28年度に食生活改善を目指して実施した主な取組 



           第２報 
 
 
 ～大崎地域の歩数増加・ 
 
   運動習慣改善を目指して～ 



男性の健康寿命が短い 循環器疾患による死亡が多い 

塩分摂取量が多い 喫煙率が高い 

メタボ該当者・予備群が多い 
（６年連続全国ワースト２位） 

要因と考えられる生活習慣 
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運動習慣のある人の割合 
 県内ワースト１位 
     【保健所管内別】 
（1日30分以上の運動を週2回以上、 

1年以上継続している人の割合） 

大崎地域 １４.４％ 
 県平均   ２０.３％ 
       

  

（平成26年宮城県健康調査結果） 

喫煙者の割合 
 県内ワースト２位 
      【保健所管内別】 
（「毎日」「時々」喫煙する人の割合） 

 

大崎地域 ３０.５％ 
 県平均    ２４.０％ 
       （歳） 健康寿命 

（第2次みやぎ21健康プラン） 



・歩数アップチャレンジ 
・セミナー及び研修会の開催 
・啓発媒体の作成 

・宮城労働基準協会 
古川支部とさらに連携し 
事業を展開することに 

・おおさき働く人の
歩数量調査 

・事業検討会議で構成員より
意見聴取 
・事業実施後のアンケート結果
より 

働き盛り世代男性の 
運動不足を改善するためには・・・？ 

評価 

事業計画 
の作成 

事業内容 
の検討 

事業の実施 

地域の 
実態把握 

・「大崎 働く人の健康・
体力づくり運動」の活性
化も目指す ・事業検討会議で構成員より

意見聴取 



主な協議内容 
・大崎地域の健康課題の共有 
・事業の企画・評価  

事業検討会議 

さらに連携強化 

協会けんぽ宮城支部 

古川商工会議所 

平成29年度～ 事業所で、運動すると言っても
何をしたらいいか分からない。 

大崎地域で働く人はどのくらい
歩いているのかな？ 

連携 

事業所 

市町 

保健所 

労働基準
協会 

１ 事業検討会議の開催 



１ 調査の目的 
   宮城県は、平成24年国民健康・栄養調査では、男性が全国で一番歩数が少ないという 
 結果であり、歩数増加は喫緊の課題となっている。 
     そこで、大崎地域の働きざかり世代の歩数を把握し、第２次みやぎ２１健康プランの目標 
 である「自分の１日の歩数を知っている人の増加」を図るとともに、日常の生活や運動習慣等 
 を把握し、効果的な身体活動量増加の普及に活用する。 
 

２ 調査内容及び方法 
（１）歩行数調査 
   対象者が終日歩数計を装着し、１日の歩行数を７日間（勤務日5日、休暇日2日） 
  測定する。 
（２）運動習慣等に関するアンケート調査 
   歩行数調査の対象者に対し、日常の生活や運動習慣等を把握するため自記式質問紙 
  調査を行う。 
 

３ 調査時期 平成28年９月～12月 
 

４ 調査対象及び回答者数    
   大崎保健所管内事業所に勤務する概ね30～50歳代男性 

対象事業所 調査対象数 調査協力者数 

歩行数調査 18事業所 282人 266人（94.3％） 

運動習慣アンケート 19事業所 312人 305人（97.8％） 

2 おおさき働く人の歩数量調査の実施 
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大崎地域働き盛り男性の 

第２次みやぎ２１健康プランの目標値(20～64歳男性）
9,000歩以上 31.2％ 

○1日の平均歩数は6,000歩代が多く，第2次みやぎ21健康プランの目標値を達成して
いる人は約3割 
人 １日の平均歩数は， 

８,００２歩 

（平成28年度おおさき働く人の歩数量調査より） 



大崎地域働き盛り世代男性の 
運動習慣等の特徴 

◆日勤のみの人は、夜勤ありや交代制の人より歩数が少ない 
◆軽労働の人は、中・重労働の人より歩数が少ない 
◆休暇日は、勤務日より歩数が少ない 

メタボの人の特徴 
◆歩数が少ない 
◆運動習慣のある人が少ない 
◆階段を使うようにしている人が少ない 
◆運動不足を大いに感じている人が多い 

○軽労働：デスクワーク主体（デスクワークの多い事務員，技術者，管理職等） 
○中労働：立ち仕事主体（外歩きの多い営業マン，店員，工員等） 
○重労働：力仕事主体（農業・漁業従事者，建設作業員等） 

＊「運動習慣あり」は，医師から運動習慣を禁止されていない，１回30分以上
の運動を週2日以上，かつ１年以上継続していると回答した者 

（平成28年度おおさき働く人の歩数量調査より） 
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＊運動をしている人はしていな
い人より，「ストレス解消・気晴
らし」，「趣味・楽しみ」が 多い 

 第１位 健康の保持増進 

 第２位 体力の向上 

 第３位 シェイプアップ・体重管理 

（平成28年度おおさき働く人の歩数量調査より） 



１位 ２位 ３位 

 第１位 時間がない 

 第２位 仕事や家事で疲れている 

 第３位 機会がない 
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（平成28年度おおさき働く人の歩数量調査より） 
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＊「運動するのが面倒」と回答した人のうち，26.0％は職場での運動を希望し
ており，面倒ではない人の約1.7倍 

大会 ・・・・・   スポーツ大会・競技大会（マラソン大会，各種競技の大会等） 
イベント ・・・  誰でも気軽に参加できるスポーツイベント（ウォーキングイベント等） 
施設利用 ・・ スポーツ施設の利用（ジム，プール，球技等） 
職場運動 ・・ 職場での軽運動（ラジオ体操，ウォーキング等） 
アウトドア ・・ ハイキング，キャンプなどのアウトドアイベント 



おおさき働く人の歩数量調査結果 
を踏まえた取組 

産業分野との連携強化 

 運動するのが面倒な人は 
    職場でなら運動してもよい！ 

歩数の増加・運動習慣ありの人の増加を目指す！ 



 （１）歩数アップチャレンジ 
 
 
 

 （２）おおさき働く人の健康・体力づくりセミナー 
      ・研修会の開催 
        
      ～運動プログラムの作成及び普及啓発～ 
  

   3 事業所と連携した歩数増加及び 
           運動習慣改善に向けた取組 

 



（１）歩数アップチャレンジ 
１ 目   的  歩数増加を図ることで，１日の活動量を増やし，メタボリックシンドロームの予防・改善を図る 
２ 主   催  宮城県大崎保健所 
３ 共   催  公益社団法人 宮城労働基準協会古川支部 
４ 実施期間  平成29年9月1日（金）から平成29年11月30日（木）まで 
５ 対   象  大崎保健所管内の事業所及びその事業所に勤務する従業員 
           （公社）宮城労働基準協会会員事業所及びその事業所に勤務する従業員 
６ 参加者数  28事業所 113チーム（339名） 
７ 内   容    
    ①同じ事業所に勤務する３人でチームをつくる 
    ②チームの各メンバ－が、朝起きてから夜寝るまで歩数計を装着し、期間中毎日歩数を記録する 
    ③毎月の歩数記録表を、事業所の担当者に提出する 
    ④各事業所の担当者は、毎月参加チームの歩数記録表をとりまとめ、保健所に提出する 
８ 表   彰  
    ①チームランキング賞（各チームの１日の平均歩数が一番多かったチームに賞状並びに記念品を贈呈） 
    ②事業所ランキング賞（各事業所の１日の平均歩数が一番多かった事業所に賞状並びに記念品を 
     贈呈） 
    ③達成賞（各チームの１日の平均歩数が8,000歩以上のチームの中から抽選で５チームに記念品 
     を贈呈） 
９   ①毎月，ランキングを発表（上位10位の事業所は大崎保健所HPに掲載） 
    ②３ヶ月間の1日の平均歩数より受賞者を決定し、平成３０年１月に開催した労働基準協会 
     衛生管理部会全体会（大崎働く人の健康・体力づくり研修会）で表彰 



    １ 参加動機（事業所数） 
       ・従業員の健康意識を高めるきっかけとなることを期待（13） 
       ・従業員に運動するきっかけを与えるため（12） 
       ・楽しく参加できそうだったから（11） 
    ２ 参加後の従業員の変化（事業所数） 
       ・職場内での会話が増え、コミュニケーションがよくなった（13） 
       ・昼休みや終業時間等に運動する人がいるようになった（12） 
       ・仕事が休みの日等に運動する人が増加した（7） 
    ３ 意見・提案等 
       ・仕事上、歩数の多い事業所にはかなわないので、部門ごとに順位を競うなど 
        工夫してはどうか。 
       ・年２回、もしくは半年など長く行えると長続きできると思う。  
   
 

事後アンケート結果（事業所） 
【回収率96.3％（26／27）】 ＊大崎保健所は実施者であるため除く 



  ３ 参加した感想等 
     ・自分の歩数を知り，いかに歩いてないかを実感した。 
      ・交流する機会にもなり、楽しく過ごせました。 
      ・一人ではなくチームで参加したことで歩かなくてはという思いが強くなった。 
      ・参加賞があるとより意欲的になれるかもしれない。 

事後アンケート結果（参加者） 
【回収率47.2％（160名／339名）】 
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（２）おおさき働く人の健康・体力づくりセミナー・ 
   研修会の開催  ～大崎版運動プログラムの活用～ 

 1目的  事業所の運動習慣の定着化への取り組を支援し、従業員の健康増進 
           及び生活習慣病予防を図る。 
２内容  健康運動指導士による大崎版運動プログラムの紹介等（実技指導） 
３対象  ①セミナー（健康運動指導士の派遣による出前講座  事業所従業員 
       ②研修会   事業所の健康管理担当者、市町健康づくり担当者 

○公益社団法人宮城労働基準協会古川支部 
 衛生管理部会との連携強化 

事業所等で手軽にできる 
運動プログラムの提案  

○健康運動指導士の協力 

おおさき版 健康・体力づくり運動プログラムの作成 



 4 メタボ予防の歩数や運動習慣に関する普及啓発 
に向けた取組 

 
◆「おおさき働く人の歩数量調査結果」や「運
動プログラム」の内容を一部盛り込んで、健康
かわら版、ポスター、リーフレットを作成 

健康かわら版 
管内事業所等に 
約1,000部配布 

ポスター 
1,000部作成中 

リーフレット 
3,000部作成中 



考察・まとめ 
◆平成28年度に実施した調査結果から，大崎地域の働き盛り世代男性の1日の平
均歩数は約8,000歩（休暇日は約6,000歩）であり第2次みやぎ21健康プランで目
標としている9,000歩には達していない状況であった。  
◆歩数が少ないのは，①メタボの人，②日勤の人，③軽労働の人，④仕事が休みの
時であり，特にメタボの人は，運動するのが面倒と感じており，職場での運動を希望し
ていることが分かった。  
◆これらの結果を踏まえ，事業所や市町等と連携して歩数の増加や運動を始めるきっ
かけづくりとなる事業を展開し，働き盛り世代にアプローチすることができた。  
◆「スマートみやぎ健民会議」とも連動し，各事業所が健康経営に向けた取組を実践
できるよう連携事業を継続していきたい。  
◆今後は，事業所だけでなく，保育所等と連携した事業を展開し，さらに 
子育て世代への啓発も行えるよう親子を対象としたメタボ予防にも取り組ん 
でいきたい。 
 ご静聴ありがとうございました。 
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